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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第53期

会計期間

自平成20年
９月１日
至平成20年
11月30日

自平成19年
９月１日
至平成20年
８月31日

売上高（千円）   11,817,945   45,637,261

経常利益（千円）  535,449  2,865,336

四半期純損失(△)又は当期純利益（千円）    △30,846 1,680,394

純資産額（千円）  24,315,89525,776,110

総資産額（千円）  38,552,32739,214,039

１株当たり純資産額（円）   1,759.771,865.42

１株当たり四半期純損失金額（△)又は当期純利益金額(円) △2.23 119.93

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － －

自己資本比率（％）     63.1     65.7

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 435,596   600,347

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △774,639△2,120,829

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） 313,557  △1,090,964

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 5,840,869   6,090,988

従業員数（人）     5,782 5,433

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という。)は含まれておりません。 

３．第５４期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当

たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

    第５３期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第1四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容にて、重要な変更

はありません。 

　また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年11月30日現在

従業員数（人） 5,782(2,081)

（注）１．提出会社からの出向者71名を含んでおります。

　　　２．従業員数は社員就業人数であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を(　)外数で記載して

おります。

 

 

(2）提出会社の状況

 平成20年11月30日現在

従業員数（人） 343 (462)

（注）１．社外への出向者71名は含まれておりません。

　　　２．従業員数は社員就業人数であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を(　)外数で記載して

おります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、ＯＡ機器、ＡＶ機器、通信機器、自動車などの各製品の機構部品、機能部品の製造販売を主な事業と

しております。

　これらの製造から販売までのプロセスが共通しており、又事業の性質から判断して単一セグメントに属しておりま

すので、事業の種類別セグメントに代えて業種別に記載しております。

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における業種別生産実績は次のとおりであります。

  なお、生産実績については、現下の早期開示制度に対応するうえで連結子会社の金額の把握が困難なため提出会

社の生産実績を記載しております。

 

　

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

 　　　　　　　　（千円）

ＯＡ機器 1,723,749

ＡＶ機器 876,708

通信機器 298,399

自動車 367,996

レジャー・文具 51,672

家電機器 7,374

住宅・資材 20,507

医療・健康 26,881

電材 25,096

材料販売 1,192,096

合計 4,590,481

　（注）金額は、販売価格によって表示しております。
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(2）受注実績

当第１四半期連結会計期間における業種別受注実績は次のとおりであります。

　なお、受注実績については、現下の早期開示制度に対応するうえで連結子会社の金額の把握が困難なため提出会

社の受注実績を記載しております。

 

区分
　　　当第１四半期連結会計期間 

  （自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）
受注高（千円） 受注残高（千円）

ＯＡ機器 2,021,767 326,570

ＡＶ機器 917,118 103,285

通信機器 382,545 88,021

自動車 433,317 72,649

レジャー・文具 53,604 11,031

家電機器 15,670 8,517

住宅・資材 25,520 6,531

医療・健康 31,373 25,581

電材 27,224 3,821

材料販売 1,294,987 336,264

合計 5,203,129 982,274

　（注）金額は、販売価格によって表示しております。

 

(3）販売実績

当第１四半期連結会計期間における業種別販売実績は次のとおりであります。

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

 　　　　　　　　（千円）

ＯＡ機器 5,248,228

ＡＶ機器 3,101,321

通信機器 1,336,269

自動車 1,144,565

レジャー・文具 518,479

家電機器 85,328

住宅・資材 104,254

医療・健康 53,656

電材 94,201

材料販売 131,641

合計 11,817,945
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２【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)　業績の状況

　当第１四半期連結会計期間における経済情勢は、米国でサブプライムローン問題に端を発した金融危機が深刻化

し、大手金融機関の経営破綻が起こり、金融不安が世界的に進む中で先進諸国の景気後退が顕在化してまいりまし

た。その影響は、好調さを維持していた新興国経済にも飛び火し景気の減速感が出てきており、先行きに対

する不透明感が広がってまいりました。

　我が国の経済におきましても、世界的に景気後退懸念が進む中で企業収益が悪化し、設備投資の調整や個人消費

が冷え込んでおります。さらには株式市場の低迷が企業業績に悪影響を及ぼしており、当社を取り巻く経営環

境も非常に厳しい状況が続いております。

　このような経営環境の中、当社グループは、真のグローバル企業を目指すため会社総合力の強化を推し進めて

まいりました。また、中核技術であるソフトプレスを中心にお客様のニーズに積極的に対応してまいりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の経営成績につきましては、売上高は118億１千７百万円 、営業利益は

７億１千８百万円、経常利益は５億３千５百万円、四半期純損失は３千万円となりました。

 

　当社グループは、同一セグメントに属する電子・電気機器部品の製造販売を主な事業として営んでおり、当該

事業以外に事業の種類がないため、事業の種類別セグメントの業績の記載は省略しております。

 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は385億５千２百万円と前連結会計年度末に比べ６億６千１百万円減少し

ています。その主な要因としては、株式の減損等による投資有価証券の減少５億３千３百万円があります。負債は、

前連結会計年度末に比べ７億９千８百万円増加し、142億３千６百万円となりました。主な要因は、中国の外貨管理

法変更による支払サイトの短縮に伴い必要運転資金を補うための借入金の増加９億４千１百万円、支払手形及び

買掛金の減少２億４千３百万円であります。純資産は、前連結会計年度末に比べ14億６千万円減少し、243億１千５

百万円となりました。主な要因は、配当金の支払及び四半期純損失を計上したことにより利益剰余金が７億３千５

百万円減少し、また、為替換算調整勘定等により評価・換算差額等が７億２千４百万円減少したこと

によります。 

  

(2)  キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金および現金同等物(以下「資金」という)は、営業活動により４億３千

５百万円増加、投資活動により７億７千４百万円減少、財務活動により３億１千３百万円増加しました。

　この結果、前連結会計年度末に比べ２億５千万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には58億４千万円にな

りました。 

 

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

 当第１四半期連結会計期間において、営業活動の結果得られた資金は４億３千５百万円となりました。これは主

に、減価償却費が３億８千５百万円、投資有価証券評価損が４億６千３百万円および賞与引当金の増加額が１億６

千７百万円であったことに対して、売上債権の増加額が２億２千６百万円、法人税等の支払額が１億９千８百

万円であったこと等によるものです。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 当第１四半期連結会計期間において、投資活動の結果支出した資金は７億７千４百万円となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出２億３千万円、投資有価証券の取得による支出２億円および貸付けによる支

出３億８百万円によるものです。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間において財務活動の結果の純増額は３億１千３百万円となりました。これは

主に、短期借入金の増加額９億４千９百万円および配当金の支払額６億３千３百万円によるものです。
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(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)  研究開発活動

 　　当第1四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、８千３百万円です。

  当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な 変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設計画は、次のとおりであります。 

  

　　　　　　　　　　　　　　

  会社名　　　　  事業

所名

所在地
 

設備の内容　　　　　　　　　

投資予定金額
 

資金調達方法
完了予定年月   総額 既支払額

   (千円)   (千円)

当　　社
埼玉県草加市   工場用土地・建物 240,000 24,000 自己資金 平成20年12月 

東京支店

 （注）上記金額には消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①株式の総数

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,600,000

計 32,600,000

 

 

②発行済株式

 

 種類

 第１四半期会計期間末

 現在発行数（株）

（平成20年11月30日）

 提出日現在発行数（株）

（平成21年１月14日）

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融商品取

引業協会名

 内容

 普通株式  　　　  14,128,929 　　　14,128,929
 東京証券取引所

 市場第一部
 ―

 計  　　  　14,128,929 　　　14,128,929  －  －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額　（千
円）

資本準備金残高　
（千円）

　平成20年９月１日

　　　　～

　平成20年11月30日

－ 14,128,929    －
   

2,331,567
    －     2,450,242

 

（５）【大株主の状況】

         当第１四半期会計期間において、ユービーエス・エイ・ジー（銀行）及びその共同保有者であるユービーエス

　　　　・グローバル・アセット・マネジメント株式会社から平成20年11月７日付の大量保有報告書の写しの送付があ

　　　　り、平成20年10月31日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿

　　　　の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 　住所 
　保有株券等の数

（株） 

　株券等保有割合

（％） 

 ユービーエス・エイ・ジー（銀行）

 

 

 ユービーエス・グローバル・アセッ

 ト・マネジメント株式会社

 東京都千代田区丸の内1-5-1　

 新丸の内ビルディング

 

 東京都千代田区大手町1-5-1　

 大手町ファーストスクエア

   　671,900

 

 

   　102,300

 

 4.76

 

 

 0.72
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　　　　当第１四半期会計期間において、株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループから、下記の共同保有者（３社）

　　　による平成20年12月１日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成20年11月24日現在でそれぞれ以下のとおり

　　　株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有

　　　株式数の確認ができません。

  氏名又は名称     住所
 保有株券等の数

（数）
 株券等保有割合（％）

  株式会社三菱東京UFJ銀行

 

　三菱UFJ信託銀行株式会社

 

　三菱UFJ投信株式会社

　東京都千代田区丸の内2-7-1

 

　東京都千代田区丸の内1-4-5

 

　東京都千代田区丸の内1-4-5

       429,000

 

       242,240

 

        36,500

        3.04

 

        1.71

 

        0.26
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①発行済株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                               平成20年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　    311,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   13,782,700 137,827 －

単元未満株式 普通株式       35,299　 － 1単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 14,128,929 － －

総株主の議決権 － 137,827 －

　　　　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。

　　　　　　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

 

②自己株式等                                                            

                                                                              平成20年８月31日現在

所有者の氏名又は名称  所有者の住所
自己名義所有株

式数（株）

他人名義所有株

式数（株）

所有株式数の合

計（株）

発行済株式総数に対

する所有式数の割合

（％）

 千代田インテグレ株式会社
東京都中央区明石町

４－５ 　
 311,000 － 311,000 2.20 

計  － 311,000 － 311,000 2.20 

 

 

２【株価の推移】

当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

 

月別
平成20年
９月

10月 11月

最高（円） 1,600    1,361    1,300

最低（円）    1,275  974   1,021

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。  
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成20年11月30日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。  

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平

成20年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,015,759 6,295,305

受取手形及び売掛金 ※
 12,099,335

※
 12,099,677

製品 1,599,607 1,568,182

原材料 3,303,110 3,351,130

仕掛品 370,978 357,926

繰延税金資産 399,442 330,365

その他 840,111 717,309

貸倒引当金 △10,950 △13,302

流動資産合計 24,617,393 24,706,595

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,369,794 9,519,215

減価償却累計額 △5,334,379 △5,346,018

建物及び構築物（純額） 4,035,414 4,173,197

機械装置及び運搬具 8,326,753 8,404,298

減価償却累計額 △4,730,866 △4,704,927

機械装置及び運搬具（純額） 3,595,887 3,699,370

工具、器具及び備品 1,434,216 1,435,483

減価償却累計額 △1,106,283 △1,124,838

工具、器具及び備品（純額） 327,932 310,644

土地 2,330,415 2,401,066

建設仮勘定 69,678 65,806

有形固定資産合計 10,359,329 10,650,084

無形固定資産

ソフトウエア 789,363 851,538

ソフトウエア仮勘定 284,721 130,713

電話加入権 12,061 12,061

無形固定資産合計 1,086,146 994,314

投資その他の資産

投資有価証券 1,240,781 1,774,130

繰延税金資産 172,055 22,517

その他 1,191,105 1,180,883

貸倒引当金 △114,485 △114,485

投資その他の資産合計 2,489,457 2,863,045

固定資産合計 13,934,933 14,507,443

資産合計 38,552,327 39,214,039
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 6,256,123

※
 6,499,291

短期借入金 2,924,715 1,983,468

未払法人税等 423,743 400,491

繰延税金負債 19,479 －

賞与引当金 547,004 379,031

その他 1,287,076 1,208,257

流動負債合計 11,458,142 10,470,540

固定負債

繰延税金負債 1,965,865 2,178,878

退職給付引当金 628,161 603,156

その他 184,262 185,353

固定負債合計 2,778,289 2,967,388

負債合計 14,236,432 13,437,929

純資産の部

株主資本

資本金 2,331,567 2,331,567

資本剰余金 2,450,242 2,450,242

利益剰余金 20,508,057 21,243,423

自己株式 △531,257 △530,972

株主資本合計 24,758,611 25,494,261

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9,716 150,489

為替換算調整勘定 △433,000 131,359

評価・換算差額等合計 △442,716 281,848

純資産合計 24,315,895 25,776,110

負債純資産合計 38,552,327 39,214,039
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成20年11月30日)

売上高 11,817,945

売上原価 9,304,544

売上総利益 2,513,400

販売費及び一般管理費 ※
 1,794,773

営業利益 718,627

営業外収益

受取利息 16,740

受取配当金 876

その他 33,865

営業外収益合計 51,481

営業外費用

支払利息 12,362

為替差損 195,154

コミットメントフィー 15,334

その他 11,807

営業外費用合計 234,659

経常利益 535,449

特別利益

固定資産売却益 4,137

貸倒引当金戻入額 2,199

特別利益合計 6,336

特別損失

固定資産除売却損 1,164

投資有価証券評価損 463,919

特別損失合計 465,083

税金等調整前四半期純利益 76,703

法人税等 107,550

四半期純損失（△） △30,846
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成20年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 76,703

減価償却費 385,645

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,905

賞与引当金の増減額（△は減少） 167,973

受取利息及び受取配当金 △17,616

支払利息 27,697

固定資産除売却損益（△は益） △2,973

投資有価証券評価損益（△は益） 463,919

売上債権の増減額（△は増加） △226,603

たな卸資産の増減額（△は増加） △118,772

仕入債務の増減額（△は減少） △111,311

その他 △30,574

小計 631,991

利息及び配当金の受取額 17,616

利息の支払額 △15,197

法人税等の支払額 △198,814

営業活動によるキャッシュ・フロー 435,596

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △29,980

定期預金の払戻による収入 45,814

有形固定資産の取得による支出 △230,350

有形固定資産の売却による収入 7,918

無形固定資産の取得による支出 △46,168

投資有価証券の取得による支出 △200,278

貸付けによる支出 △308,211

貸付金の回収による収入 1,299

その他 △14,683

投資活動によるキャッシュ・フロー △774,639

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 949,394

自己株式の取得による支出 △284

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,475

配当金の支払額 △633,076

財務活動によるキャッシュ・フロー 313,557

現金及び現金同等物に係る換算差額 △224,633

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △250,119

現金及び現金同等物の期首残高 6,090,988

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,840,869
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
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当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

 (1)重要な資産の評価基準及び評価方法の　変更 

　　たな卸資産 

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)が適用されたことに伴ない、主

として総平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法)により算定しており

ます。   

  これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ２千６

百万円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しております。

  

 (2)「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

　　の適用 

  当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第18号　平成18年５月17日) を適用し、連

結決算上必要な修正を行っております。

　なお、この変更が損益に与える影響は軽微であります。 

 

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

  (3)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計

基準第13号　(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正))

及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16

号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会

　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正 ))が平成20年４月１日以後開始する連結会

計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴

い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引

に係る会計処理によっております。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しており

ます。

  なお、リース開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。

　この変更が損益に与える影響はありませ　　ん。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当社および国内連結子会社は、当第１四半期連結会計期間を含む

連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

  有形固定資産の耐用年数の変更

　当社及び国内連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を２～11年としておりましたが、平成20年度法人税法の

改正による法定耐用年数の変更を契機として資産の利用状況を見直した結果、当第１四半期連結会計期間より耐用年数を

２～７年に変更しております。 

 　この結果、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ２千２百万円減少しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年11月30日）

前連結会計年度末
（平成20年８月31日）

 　※　四半期連結会計期間末日満期手形

 　　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

 　　 ついては、手形交換日をもって決済処理をしており

　　　ます。なお、当第１四半期連結会計期間の末日が 

　　　金融機関の休日であったため、次の四半期連結会

　　　計期間末日満期手形が四半期連結会計期間末残高

　　　に含まれております。

  　　受取手形　　　　　　　　　　　   222,393 千円

　　　支払手形　　　　　　　　　　　    26,744 千円

　※　連結会計年度末日満期手形

　　　　連結会計年度末日満期手形の会計処理について　　　　

　　　は、手形交換日をもって決済処理をしております。

　　　なお、当連結会計年度の末日が金融機関の休日で

　　　あったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結

　　　会計年度末残高に含まれております。

　

  　　受取手形　　　　　　　　　　　   212,026 千円

　　　支払手形　　　　　　　　　　　    35,459 千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

 ※ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目は次のとお　　

　　りであります。

 　　給与及び手当　　　　　　　　520,628千円

 　　退職給付引当金繰入額　　　　 15,885千円

 　　賞与引当金繰入額　　　　　　105,891千円

 　　運送費 　　　　　　　　　　 179,118千円

 　　減価償却費　　　　　　　　　 94,772千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

 ※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借　　

　 対照表に掲載されている科目の金額との関係　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　(平成20年11月30日現在)　　

現金および預金勘定 6,015,759千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △174,890千円

現金及び現金同等物 5,840,869千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年11月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　

平成20年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　14,128,929株

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　　311,289株　

  

３．配当に関する事項

 平成20年11月27日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

 ・普通株式の配当に関する事項

 ①配当金の総額 　　　　　　690,892千円

 ②1株当たり配当額　　　　　　　50.00円

 ③基準日　　　　　　　平成20年８月31日

 ④効力発生日 　　　　 平成20年11月28日

 ⑤配当の原資　　　　　　　　利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループ（当社及び連結子会社）は、ＯＡ機器、ＡＶ機器、自動車、文具など各製品の機構部品、機能部品の製造販売

を主な事業としております。 

　これらＯＡ機器・ＡＶ機器等製品の機構部品、機能部品の製造販売事業は製造から販売までのプロセスが共通しており、

又事業の性質から判断して単一事業セグメントに属しております。従って、事業の種類別セグメント情報の記載を省略し

ております。 

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

中国
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 4,440,4562,995,5223,541,352840,61411,817,945 － 11,817,945

(2)セグメント間の内部売上高

   又は振替高 
1,339,48180,208 214,047 5,8971,639,634△1,639,634 －

計 5,779,9373,075,7303,755,400846,51213,457,580△1,639,63411,817,945

営業費用 5,830,3442,770,5233,535,064857,61312,993,547△1,894,22911,099,318

営業利益（又は営業損失） △50,406 305,206220,335△11,101 464,032254,594718,627

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は、次のとおりであります。

(1)東南アジア　　 シンガポール、マレーシア、タイ等

(2)中国　　　　　 中国、香港

(3)その他　　　　 北米等

３．会計処理の方法の変更

　　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

 　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」(1)に記載のとおり、当第１四半期連

　　　結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適

　　　用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業利益が、日本で２千６百万円

　　　減少しております。

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日 至　平成20年11月30日）

 東南アジア（千円） 中国（千円） その他（千円） 計（千円）

海外売上高（千円） 2,969,9893,512,146 919,217 7,401,352

連結売上高（千円） － － － 11,817,945

連結売上高に占める海外

売上高の割合（％）
25.1％ 29.7％ 7.8％ 62.6％

　 　  (注)１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

        　２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は、次のとおりであります。

　　　　　　(1)東南アジア　　シンガポール、マレーシア、タイ等

　　　　　　(2)中国　　　　　中国、香港等

　　　　　　(3)その他　　　　北米、欧州等

        　３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年11月30日） 

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の

末日に比べて著しい変動が認められます。 

１．その他有価証券で時価のあるもの

 
 取得原価

(千円)

 四半期連結貸借対照表計上額

(千円)

差額

(千円)

 (1)株式 1,229,400 1,213,031 △16,369 

 (2)債券 － － － 

 (3)その他 － － － 

 合計 1,229,400 1,213,031 △16,369 

（注）当第１四半期連結累計期間において、株式について463,919千円減損処理を行っております。

 　　  

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年11月30日）

前連結会計年度末
（平成20年８月31日）

１株当たり純資産額 1,759.77円 １株当たり純資産額 1,865.42円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2.23円

 　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ

 いては、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

 が存在しないため記載しておりません。

　　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

四半期純損失（千円）     30,846

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円）        30,846

期中平均株式数（千株）     13,817

 

（重要な後発事象）

    該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

 平成２１年１月９日

千代田インテグレ株式会社  

取締役会　御中  

  

 監査法人トーマツ 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岡田　三夫　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 阿部　功　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている千代田インテグ

レ株式会社の平成２０年９月１日から平成２１年８月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成２０年

９月１日から平成２０年１１月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、千代田インテグレ株式会社及び連結子会社の平成２０年１１月３０日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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